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点 鐘 会長 宮間 文夫

唱 和 四つのテスト

ソ ン グ 奉仕の理想

会長挨拶 会長 宮間 文夫

幹事報告 幹事 大越 将司

プログラム

①奨学金授与式 ナディーシャさん

②誕生祝

鈴木文夫会員、斉藤幸男会員

③卓話 大網白里市出前講座

「元気の源!! お口の健康講座」

なし

宮間 文夫 会長

皆さんこんにちは！ いかがお過ごしでしょうか。

毎日、極暑が続いています。私も毎日、会議、その後の懇親

会と活動しています。

先日、初対面の大学の先輩とご縁があってお会いしました。

その方のお話を伺っておりますと、人は生き様だよ！と。君

は、君の生き様を宝としてこれから生きなさい！という事で

した。私は、もっと自信をもって今後の人生をかけ抜けていこうと思いました。人との出会い

は偶然であるように思えて、後に理由があったんだな！と思わせていただく事が多々あります。

先程、お嫁さんを探しているという方とお会いして、結婚も、後で考えると、どうしてもこの

人と一緒になる理由があったんだな！と感じさせられますから、これはご縁のものですよ！と

お話させて頂きました。

さて、2018～2019、当クラブの活動計画書の中の25ページに、ロータリー財団寄附者、ポリ

オ・プラス認証者、マルチプル PHF 認証者、ベネファクター認証者、米山功労認証者が記載さ

れています。素晴らしい功績だと改めて敬意を表します。

話は変わりますが、夏の甲子園第 100 回記念大会の千葉県予選も決勝戦です。私の母校習志

野高校は、昨日敗れましたが、千葉県代表が深紅の大優勝旗を持ち帰ってくれる事を期待して

おります。

最後に会員の皆様には、ご自愛下されまして、活動されますように、お願い申し上げて、会長

あいさつと致します。ありがとうございました。

7月26日（木）開催 子ども食堂 かきつばた にて 写真提供：板倉孝雄会員

例会日 7月25日 7月11日

会員数 31 31

出 席 20 21

欠 席 11 10

ＭＵ 0 4

免 除 1 1

出席率 67.74 83.87
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本日の例会

会長挨拶

参加者数70名と大盛況でした。ご参加の皆様、ありがとうございました。



幹 事 報 告

大越幹事より

ガバナー事務所よりご案内

①市原ロータリークラブより事務局・例

会場変更のお知らせです。

＜事務局＞

〒299-0247

千葉県袖ケ浦市椎の森385-21

株式会社 リプラス 内

電話：0438-60-1336

Fax：0438-60-1337

＜例会場＞

〒299-0111 市原市姉崎833

懐石料理「淡粋」

電話：0436-62-0200

②８月のロータリーレートをお知らせ

いたします。

２０１８年８月のロータリーレート

１ドル＝１１２円

なお、７月のレート（110円）の適用は、

７月31日（火）までにＲＩ日本事務局

口座への着金が必要となります。

ご留意くださいますようお願いいたし

ます。

ロータリーレートは下記のページより

確認できるようになりました。

ご参照ください。

「My ROTARY 為替レートページ」

https://my.rotary.org/ja/exchange-r

ates

地区米山記念奨学委員会

佐藤 廣子 会員

米山奨学生について

米山地区担当になり2年目となりました。

1年目は言われた事を行い、それでも大勢の方の前でお話したり、挨拶をしたりしており大変で

した。

今年からは、奨学生の選考から立ち合い、審査しまし

た。東大生や千葉大の優秀な方々も多くいらっしゃる

のですが、作文を書くのに消しゴムを持ってこない人、

テスト中にも関わらず消しゴムを貸して下さいと来る

東大生、消しカスを下に落として行く方、入る時に挨

拶もしない人、いろいろです。

奨学生を選ぶのに勉強だけ出来れば良いのではなく、人柄も重視されます。

地域、中国の方が多いので、モンゴル等、細かく分けて選考しております。

奨学生が終わると、学友となり活動をしております。学友は、現奨学生との交流、相談や年

中行事に参加。特にバーベキュー大会や忘年会を中心となり行っています。学友は国内で33ケ

所、海外に9ケ所あり、情報交換をしているとの事です。

その中でも、山形県で奨学金を頂いたジャンチブさんと言うモンゴルの男性の方。

その方は一家で越して来られて、奨学金を頂きながら

夫婦二人でアルバイトもし、家族で暮らしたと言って

おりました。その 2 年間、奨学金には手を付けず貯金

し、バイトのお金も少しずつ貯めて、そのお金を元手

にモンゴルに帰ってから、銀行に相談しお金を借り、

まずは高校を建て、そして小・中・専門学校を建て、

日本の大学に多くの留学生を送り出しているそうです。

そして、日本の旭日小綬章（きょくじつしょうじゅしょう）を叙勲されたとの事でした。

千葉の世話クラブの前奨学生で台湾高雄の方で、黄さんも奨学生達にお話をしてくれた方も、

高雄の大学で助教授をしている方もいて、昨年高雄で会い食事をしたり、マンションまで連れ

て行ってお茶をごちそうしてくれました。今度は大学を案内してくれる約束をしました。

私が泊まっている家から5～6分の所でした。

この様な出会いも又、自分の知らない世界を見られているのは、奨学生担当になったからと思

い感謝しております。

そして、米山奨学金の寄付金がどんなに役立っているか、こんなに目に見えて社会貢献ができ

ているのは他にない様に思います。

茂原クラブでは、2つの0クラブもいて、奨学生を迎えているのに理解して頂いてないと思いま

す。10万円じゃなくて良いそうです。一人5万、3万、1万でも良いそうです。

私は、時間を作り中央に出席するのが大変ですが、あたえられた事がチャンスですので勉強

して行きたいと思っております。

最後になりますが、皆様の会議では見ない行事の数枚の写真を見て頂きたいと思います。

ありがとうございました。

会 員 卓 話


